
大学院学生 (平成元年度)

霊長杭学噂攻

氏 名 学年 指苛教官 研究テ-マ

五百部裕 D4 加納隆至 ピグ ミーチソバ ソ

ジーのオスの社会学

的研究

佐倉 統 I)3 杉山幸九 チンパンジーの音声

コミュニケーション､

性行動､社会行動な

どに関する行動生態

学的研究

伏見朱美 D3 久保田読 霊長塀の コ ミュニ

ケ-ショソに関する

実験的研究

室山泰之 I)3 杉山幸九 バクスモンキーの社

会生態学的研究

大石高生 D2 久保田競 前頭葉の機能と伝達

物質の関係について

小林秀司 I)2 江原昭善 ティティ属 (Genus
Calljcebus)3種 の

系統関係

高井正成 I)2 江原昭善 南米コロンビアの

LaVenta地域産出

の霊長塀を含む中新

生化石噴乳塀につい

て

山下晶子 I)2 大島 清 神経系の個体発生

井上美穂 Dl 竹中 修 DNA多型を用いた

ニホンザルの父子判

定

鈴木良太 Dl

中村克樹 DI

Soumah I)1

AlyGaspard∫
小林 隆 M2

河本敏男 M2

松村秀一 M2

楠本千絵 M2

野浮 謙

久保田競

杉山幸丸

加納隆至

久保田競

加納隆至

加納隆至

分子進化によるテナ

ガザルの系統解析

情動や記憶における

扇桃核のはたらき

高崎山におけるニホ

ンザルの採食戦略

都井岬の半野生馬の

社会生態学的研究

頭頂連合野の入出力

関係の研究

ニホンザルオス問の

社会的相互作用

野生ニホンザルの採

食戟略

宮地剛士 M2

松木 Ml
浩一郎

小川秀司 Ml

揚要直樹 Ml

大野央人 Ml

久保田競 前頭前野における視

覚性刺激のはたらき

久保田琉 班意運動の発現機構

の研究

加納隆至 チベ ットモンキーの

社会学的研究

加納隆至 ニホンザルの採食行

動と食物の生産性

杉山幸丸 チンパンジーの社会

的相互作用

研 修 員

氏 名 指導教官 研修題目 研修期間

広谷 彰 杉山幸九 大塾嘱乳塀の社 63.ll.25

会生態学及びヒ 一元.4.24
トとの関わ りに

関する研究

芝原総子 杉山幸九 二ホンザルメス 元4.1
の血中性ホルモ ～2.3.31
ソレベル動態と

性行動との関連

性について

飽 秀芳 野浮 謙 霊長煩の健康管 元.10.1
理に関する生化 ～2.9.30

学的及び細菌学

的分析

西川安土 大島 椅 晴乳摂肝臓の初

期発達について

李 疎明 久保田競 サルの前頭葉の

神経細胞活動と

行動の関係

ケシア 松沢哲郎 チンパンジーの

ペソペヌート 言語 ･認知機能

元.6.1
-2.5.31
63.6.4

～元.6.3

元.6.15
-元.9.12

の実験的分析

竹中晃子 竹中 修 マカカ属グロビ 元.8.1
ソ退伝子と退伝 ～2.7.31
子正接

瀬戸口 加納隆至 小輔乳m (特に 元.8.1
-3:J恐子 タイワン7)ス) ～2.7.31

の社会生態学的

研究

謝 衝群 小的祥三 霊長掛 こおける 元.9.18
文献の作成と整 ～元.12.31
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理､学術雑誌の

編集方法

日本学術振興会特別研究員

氏 名 指導教官 研究題目 研究期間

舌久保 松沢哲郎 マカク属におけ 63.4.1

真一 る､種の認知行 ～元.9.30

動と進化の機構

に関する実験心

理学的研究

三谷雅純 杉山幸丸 カメルーン熱帯 63.ll.25

雨林における樹 ～2.3.31

上性霊長規の生

態学的研究

大井 徹 加納隆至 マカク属におけ 元.3.24

る､メスの発情 ～2.3.31

の季節性が社会

関係に与える影

響

古市剛史 加納隆至 霊長煩集団間移 元.4.1

籍個体の生活史 ～3.3.31

- ｢母系｣社会

と ｢父系｣社会

の比較研究一

中川尚史 杉山幸九 西アフリカ ･カ 元.4.1

メルーソの乾燥 ～3.3.31

サバンナにおけ

る霊長煩の比較

採食生態学的研

究

杉倉昭二 松沢哲郎 チンパンジーに 元.4.1

よる社会的自･～3.3.31

他の認知と人称

代名詞の使用に

関する実験的研

究

受託研究員

氏 名 指導教官 研究題目 研究期間

後藤 啓 中村 伸 霊長塀の血液改 元.4.1

固因子に関する ～2.3.31

研究

特別研究学生

氏 名 指導教官 研究題目 研究期間

友永雅己 松沢哲郎 霊長塀学習行動 元.4.1
に関する実験的 ～2.3.31

研究

所内談話会記録

第 1回 :平成元年4月20日

諏訪 元 (京大 ･霊長研)｢ェチオビアの古人

煩学調査｣
第2回 :平成元年5月1日

呉 汝康 (中国科学院古脊椎動物 ･古人研研究

所)｢最近の中国の古人輯研究の動向｣
第3回 :平成元年5月26日

Douglas Bowden(Washington University

PrimateResearchCenter)｢Experimentaluse

and welfare of primates in Washington

University｣
第 4回 :平成元年6月28日

松沢哲郎 (京大 ･霊長研)｢中国新設ウイグル

自治区の山と人々｣

第5回 :平成元年7月21日

王 岐山 (安微大学)｢安徽省黄山のチベット

モンキーの生態について｣

第 6回 :平成元年9月28日

吉久保真一 (京大 ･霊長研)｢おサルに関わっ

た17年 6ケ月｣

第 7回 :平成元年11月30日

松林清明 (京大 ･霊長研)｢モーリシャスの風

土とサル｣

第 8回 :平成2年2月7日

野崎真澄 (京大 ･霊長研)｢ニホンザルの季節

繁殖1)ズムの発現機序｣

(談話会係 :目片文夫 ･正高信男)

公開講座

｢霊長類の進化｣

8月24･25日の両日にわたって公開講座を開催
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した｡今年は約5回目である｡

参加者は中 ･高校数月が圧倒的に多いものの､

会社jl､薬剤師､主節と幅広い｡例年どうり大多

数は双海地域在住者であるが､近故や閑文地域か

らの参加者もあった (定員80名)｡今回は､霊長規

の特徴を組絞学､神経生理学､運動様式､動物社

会学の観点から取り上げ､さらに人煩の起源論へ

と話題を押し進めた｡また､参加者全員に対し実

習を行い､自分自身で研究の現状が理解できるよ

う配慮した｡

Et.!去眉目と講師は以下のとうりである｡

総合司会.相見 満

歯の内部構造

視覚認知と記憶

サルの歩き片

社会進化と家族の起源

染色体実習

骨学実習

神経生理学実習

心理学実習

野上 裕生

三上 孝允

木村 焚

加納 隆至

石田 費文

毛利 俊雄

久保田 京

松沢 哲郎

10:00-ll:00 生理研究部門 (目片文夫)

ll:00-12:00 生化学研究部門 (竹中修)･

13:00-14:00 神経生理研究部門 (久保田

放)

14:00-15:00 サル析保健飼育管理施設 (松

林油明)

15:00-17:00 総合討翰 (各関係教官)

セミナーは好評で､参加者の中から毎年続けて

はしいとの意見が出てくるほどだった｡

学位取得者 と論文題 目

理学修士 (霊長塀学申攻)

小林 隆 :都井岬の半野生馬における柴田研成と

雌雄間の社会的交渉の季節変化

松村秀一 :ニホンザルワカオスの隣接群個体との

相互交渉および隣接群への移行

橋本千絵 :野生ニホンザルにおけるオ トナとコド

その採食行動の違いについて

河本敏男 :視覚的到達運動 (visualreaching)に

おける頭頂連合野のニューロンの役割

夏期セミナー

学部学生を対象とした夏期セミナーを､今年初

めて閃いた｡当初20名の募集定員を､余 りにも盛

況だったので､受け入れ限界の40名に増やした｡

北は東北から南は鹿児島まで､予想以上に多くの

大学からの参加がたあった｡

プログラムは次の通り｡

7月28日 (金)

所長あいさつ

10:00-ll:00 形態基礎研究部門 (毛利俊

雄)

ll:00-12:00 系統研究部門 (相見満)

13:00-14:00 心理研究部門 (松沢哲郎 ･正

高信男)

14:00-15:00 社会研究部門､ニホンザル野

外観察施設 (加納隆至 ･渡辺

邦夫)

15:00-16:00 生活史研究部門 (杉山串九)

16:00-17:00 所内見学

19:00- 懇親会

7月29日 (土)

9:00-10:00 変異研究部門 (庄武孝義)
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